
PRESS RELEASE 

平成 29年 12月 25日 

一般財団法人 尾崎行雄記念財団 

 

「咢堂ブックオブザイヤー2017」の発表について 

― 政治分野を中心に、2017年を代表する書籍（計 7部門 16冊）が決定 ― 

 

一般財団法人 尾崎行雄記念財団（所在地：東京都千代田区永田町１丁目１番地１号）はこの

たび、「咢堂ブックオブザイヤー2017」を下記のとおり選定しましたのでお知らせいたします。憲政

の父・尾崎行雄の雅号咢堂（がくどう）を冠するリーダー育成塾「咢堂塾」の塾生ならびにスタッフ、

財団役員が中心となって選考に当たり、今年を代表するにふさわしい政治関連書籍（部門別大賞

11席、特別賞5席）がそれぞれ選ばれました。 

 

【部門別大賞】  

総合部門 ・国家の矛盾 （高村正彦、三浦瑠麗） 

軍事・安全保障部門 ・日米同盟のリアリズム （小川和久） 

・主権なき平和国家 （伊勢﨑賢治、布施祐仁） 

国政部門 ・永田町アホばか列伝 （足立康史） 

・人生 100年時代の国家戦略（藤沢烈） 

選挙部門 ・黙殺（畠山理仁）  

・64万人の魂 兵庫知事選記（勝谷誠彦） 

地方自治部門 ・地方自治講義（今井照） 

・富山市議はなぜ 14人も辞めたのか(チューリップテレビ取材班) 

メディア論部門 

 

・反グローバリゼーションとポピュリズム(宮台真司、神保哲生)  

・オプエド（上杉隆+NOBORDER取材班）   

【特別賞】  

・自衛官の心意気（桜林美佐） 

・失敗の法則（池田信夫） 

・たった一言で人を動かす最高の話し方（矢野香） 

・東日本大震災 震災市長の手記（立谷秀清） 

・不安な個人、立ちすくむ国家（経産省若手プロジェクト） 

 

以上 

 

＜本件の詳細に関するお問い合わせ先＞ 

   尾崎行雄記念財団事務局 石田・高橋 

メール info@ozakiyukio.jp 

ホームページ http://www.ozakiyukio.jp/ 


